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【背景】
 本研究の目的は，開発途上国における地域に根ざしたリハ
ビリテーション（CBR）の現場で，脳卒中後のアウトカム評価
として国際生活機能分類（ICF）を活用することの有用性を，
明らかにすることである．
【方法】
 対象はフィリピン共和国の地方に住む脳卒中後遺症のある
成人とした．Angeles University Foundation（AUF）が大学
の地域貢献としてCBRを行っているパンパンガ州マガラン市
が現場である．AUF は，市当局と協力して，市内に在住する
障害のある人たちに対して無償でフィリピンの理学療法士と
学生が在宅訪問をするCBRを2011年より行なっている．
 調査は2012年 3月に実施した．現場との事前調整により，
脳卒中後遺症のある人で，インフォームド・コンセントのた
めのコミュニケーションが可能で本研究の趣旨を理解しても
らえる人8名を選択し，本研究の対象者とした（表1）．
 疾患別のセットの一つ「脳卒中のためのICFコア・セット」
（130 項目，以下コア・セット）を用いた評価票を用意し，
インタビューによる評価を行った．なお，言語は英語とし，
必要に応じて現地の言語で補足説明を行った．
 コア・セットの個々の項目におけるICFの評価点の判定結
果から，対象者の「活動と参加」の実行状況と能力が「環境
因子」とどのように関連しているのかを分析した．思考過程
を明確にするため，イタリアの全国規模の調査において
Francescutti らが用いた Person-environment interaction 
classification treeの流れ図に沿って区分に振り分けた．
 本研究は，新潟医療福祉大学倫理委員会の承認を受けて実
施された（承認番号17295－120116）． 
【結果】
 「環境因子」との関連で振り分けた区分別で項目件数が多
かったのは「現状維持を追跡確認／能力に軽度な問題あり
（e2）」と「促進因子の現状維持を評価確認（F）」，「促進因子
見直しと阻害因子除去（C）」であった（表2）．
 各区分に振り分けられた項目で出現頻度の高かった項目は，
E（e2）で「健康に注意すること（d570）」，Fで「調理（d630）」，
Cで「細かな手の使用（d440）」などであった（表3）．
【考察】
 医療や社会保障の制度が充分に整備されていない開発途上
国では，日常生活活動の問題へのリハビリテーション以外に
健康管理や経済的自立の問題への取り組みがCBRでは必要と
される．CBRの現場でのコア・セットを用いた評価方法は，「活
動と参加」の実行状況と能力が「環境因子」とどのように関
連しているのかを分析するのに有用と考えられる．「環境因子」
の評価点との整合性確認など，さらなる検討が必要である．
【結論】
 開発途上国においてCBRでの脳卒中後アウトカム評価とし
てICFを活用することは，障害のある人たちの抱える問題を
幅広くとらえることができ，有用性があると考える．
 本研究は 2011 年度新潟医療福祉大学研究奨励金萌芽的研
究費の助成を受けた． 
表2．「環境因子」との関連で振り分けた区分別項目件数 
 
表3．区分別に出現頻度の高かったICFの項目（コード） 
 
表1．対象者の属性 
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